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 （1）欧文 

著者（全員）、タイトル、 雑誌名、巻、ページ（始－終）、 掲載年 
1. Noda Y, Matsutera R, Yasuoka Y, Kume K, Adachi H, Hattori S, Araki R, Kosugi M, Kohama Y, 

Nakashima T, Sasaki T.: Predictive factors of the presence and number of noncalcified coronary 
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Noda Y, Hattori S, Adachi H, Sasaki T, Saeki Y.: Local release of inflammatory markers in 

coronary artery associated with the development of in-stent restenosis in patients with acute 

coronary syndrome. 

Experimental & Clinical Cardiology. in press 

 

（2） 邦文 
    著者（全員）、タイトル、 雑誌名 、巻、ページ（始―終）、掲載年 
1. 足達英悟、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、野田善樹、服部 進、松寺 亮、 

小濱康明、小杉元宏、吉尾拓朗、山戸将司、佐々木達哉、丸本明彬、岩田圭司 
Bentall術後6ヶ月に左冠動脈主幹部に高度狭窄を認め、経皮的冠動脈形成術で治療した 

一例 

Osaka Heart Club, Vol.37 No.10, Mar 2014: P6-11 

 



② 学会発表   （H.25.4～H.26.3）             （様式 4） 

（1） 海外 （国内開催の国際学会を含む） 
学会名、 開催時期（年、月）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 

（学会名）American College of Cardiology 63rd Annual Scientific Session, Washington, DC, USA, 

Mar 29-31, 2014 

1. Adachi H, Yasuoka Y, Nojima Y, Kume K, Noda Y, Hattori S, Matsutera R, Kohama Y, Kosugi 

M, Yoshio T, Yamato M, Sasaki T. 

The SYNTAX Score and the Presence of Total Occlusion Lesions in a Non-Infarct-Related 

Artery as Predictor of Mortality in Patients with Acute Coronary Syndrome Complicated by 

Cardiogenic Shock. 

2. Noda Y, Matsutera R, Kohama Y, Yasuoka Y, Nojima Y, Kume K, Adachi H, Hattori S, Kosugi 

M, Yoshio T, Yamato M, Sasaki T. 

Impact of Coronary Calcium Score on the Relation Between High-Density Lipoprotein 

Cholesterol Levels and the Presence of High-Risk Coronary Plaque Detected by Coronary 

Computed Tomography Angiography. 

 



 

 （2）国内 
学会名、開催時期（年、月）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 

第 61 回日本心臓病学会学術集会 2013 年 9 月 熊本 

1. 安岡良典、小杉元宏、小濱康明、松寺 亮、野田善樹、服部 進、足達英悟、久米清士、 

野嶋祐兵、佐々木達哉 

薬剤溶出性ステント(DES)留置後、冠動脈局所の炎症性バイオマーカーの推移  

-待機的インターベンション例における検討- 

2. 久米清士、安岡良典、野嶋祐兵、足達英悟、野田善樹、服部 進、小濱康明、松寺 亮、

小杉元宏、佐々木達哉 

Primary PCI を施行した ST 上昇型急性心筋梗塞において、院内貧血が退院後予後に与え

る影響 

3. 野田善樹、松寺 亮、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、

小杉元宏、佐々木達哉 

冠動脈 CT 撮像時における心拍変動に対するランジオロール塩酸塩の有用性 

4. 松寺 亮、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、野田善樹、服部 進、小濱康明、

小杉元宏、佐々木達哉 

ペースメーカ植込み後、急性期における Active Fixation Leads のペーシング閾値とセン

シング感度の変化 

5. 小濱康明、久米清士、安岡良典、野嶋祐兵、足達英悟、野田善樹、服部 進、松寺 亮、

小杉元宏、佐々木達哉 

Primary PCIを受けた ST上昇型急性心筋梗塞患者において貧血が退院後予後に与える影

響の性差 

 

第 24 回日本心血管画像動態学会 2014 年 1 月 北九州市小倉 

6. 野田善樹、松寺 亮、小濱康明、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、服部 進、

小杉元宏、吉尾拓朗、 山戸将司、佐々木達哉  

冠動脈 CT 撮像時における心拍変動に対するランジオロール塩酸塩の有用性 

7. 松寺 亮、野田善樹、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、

小杉元宏、吉尾拓朗、山戸将司、佐々木達哉 

冠動脈 CT 撮影時におけるランジオロール塩酸塩増量の検討 

 

日本不整脈学会第 6 回植込みデバイス関連冬季大会 2014 年 2 月 広島 

8. 松寺 亮、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、野田善樹、服部 進、小濱康明、

小杉元宏、吉尾拓朗、山戸将司、佐々木達哉 

ペースメーカ植込み後、急性期における Active Fixation Leads のペーシング閾値とセン



シング感度の変化 

9. 山戸将司、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、服部 進、野田善樹、 

松寺 亮、小濱康明、小杉元宏、吉尾拓朗、佐々木達哉、中西 健、中村貴行 

Generator 交換後、心室 pacing 率が増加し心不全症状を呈した DDD ペースメーカ植込み

後の一例 -AV Delay Hysteresis から Safe R mode へ変更後の pitfall- 

 

第 78 回日本循環器学会総会 2014 年 3 月 東京 

10. Nojima Y, Yasuoka Y, Kume K, Adachi H, Hattori S, Noda Y, Matsutera R, Kohama Y, Kosugi 

M, Yoshio T, Yamato M, Sasaki T. 

Switching Types of Drug-eluting Stents does not Prevent Repeated In-stent Restenosis in 

Patients with Coronary Drug-eluting Stent Restenosis. 

11. Kume K, Yamato M, Yoshio T, Kosugi M, Kohama Y, Matsutera R, Adachi H, Noda Y, Hattori S, 

Nojima Y, Yasuoka Y, Sasaki T. 

Prognostic Impact of New-onset Anemia during Hospital in Patients with ST-Segment Elevation 

Myocardial Infarction. 

 

第 115 回日本循環器学会近畿地方会 2013 年 6 月 京都 

12. 片山理人、服部 進、安岡良典、久米清士、足達英悟、野田善樹、荒木 亮、松寺 亮、

小濱康明、小杉元宏、中嶋哲史、佐々木達哉 

S 状中隔による流出路狭窄で閉塞性肥大型心筋症様病態を示し著明な圧較差がドブタミ

ン負荷で誘発された一例 

 

第 116 回日本循環器学会近畿地方会 2013 年 11 月 大阪 

13. 小杉元宏、足達英悟、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、服部 進、野田善樹、松寺 亮、

小濱康明、吉尾拓朗、山戸将司、佐々木達哉、丸本明彬、岩田圭司、金香充範 

Bentall術後6ヶ月に左冠動脈主幹部に高度狭窄を認め経皮的冠動脈形成術で治療した 

一例 

14. 山戸将司、松寺 亮、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、野田善樹、服部 進、

小杉元宏、小濱康明、吉尾拓朗、佐々木達哉、岩田圭司、金香充範、藤田茂樹 

上行大動脈人工血管置換術直後に二枝同時閉塞を来した急性心筋梗塞の一例 

15. 吉尾拓朗、久米清士、服部 進、山戸将司、小杉元宏、小濱康明、松寺 亮、足達英悟、

野田善樹、野嶋祐兵、安岡良典、佐々木達哉、丸本明彬、岩田圭司、星田義彦 

無症候性僧帽弁前尖異常構造物の 1 例 －粘液変性？疣贅？腫瘍？－ 

 

 

 



 
③ 研究会等での発表   （H.25.4～H.26.3）         （様式 5）                     
研究会名、開催時期（月、年）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 
第 7 回 MOCHOT K-SAMITO  2013 年 6 月 大阪 

1. 片山理人、服部 進 

S 状中隔による流出路狭窄で閉塞性肥大型心筋症様病態を示し著明な圧較差が 

ドブタミン負荷で誘発された一例  

 

2013 年度阪大循環器部会 症例・プロジェクト検討会 2013 年 8 月 大阪 

2. 久米清士、安岡良典、野嶋祐兵、足達英悟、野田善樹、服部 進、小濱康明、 

小杉元宏、山戸将司、佐々木達哉 

DES 留置病変に対する angiographic follow-up は必要ないのか？ 

 

第 4 回 Minami Osaka Co-Medical Organization 2014 年 2 月 大阪 

3. 久米清士 

高血圧治療ガイドライン 2014 

4. 小濱康明 

ARB の種類と特徴 

 



④ 総説・著書数   （H.25.4～H.26.3）           （様式 6） 
（1）欧文 
著者、タイトル、編集者名、書籍名、出版社名、ページ、出版年 

1. 

↓ 

（2）邦文 
著者、タイトル、編集者名、書籍名、出版社名、ページ、出版年 

1.  
 


